












　仲 瀬  裕 志*
　クローン病や潰瘍性大腸炎をはじめとする炎
































こで、今回我々は、(1)CMV 感染 IBD マウスモ
デルを作製することで、CMV と炎症性大腸癌
との関与の研究に取り組みました。さらに、 (2)





解明：我々は自然腸炎発症マウスである T cell 
receptor (TCR)α KO（Th2 サ イ ト カ イ ン 優
位）マウスに Mouse CMV ( 以下：MCMV) を
潜伏感染させることに成功し、世界で初めて










めました。MCMV 感染 TCRα KO マウスの炎





マウスモデルに Azoxymethane (AOM ) 2.5mg/
kg を腹腔内投与後したところ、20~24 週以降
で大腸に腫瘍形成が確認されるようになりまし





瘍周辺における IL-23, IL-6, IL-17 および TGF-













非感染群と比べると局所の TNF-α, IL-6 および
IL-17 の発現が増強しており、これは我々のモ
デルマウスの結果と一致していました。CMV
感染が確認された炎症性大腸発癌では、浸潤性
が強い傾向となっていました。現在、腫瘍の組
織学的悪性度と CMV 感染との関連について、
検討中であります。
　今後さらなる検討を積み重ねることにより、
CMV 感染が炎症性大腸発癌の発育、進展にお
よぼす影響を解明していきたいと考えておりま
す。最後になりましたが、大阪癌研究会より学
術研究助成金を賜りましたことを心より御礼申
し上げます。貴財団のますますのご発展を祈念
いたします。
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